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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
 多段階の反応が必要である種々の生理活性物質の合成において、合成手法の簡素化は、
経済的にも、そして安全面においても非常に重要である。ここでは、ワンポット反応に
着目した。これは複数の反応基質を一つの反応容器に入れ、同時に複数の反応を連続的
に行い、目的化合物を得るもので、非常に経済的、かつ簡便な合成手法となり得る。し
かしながら、多くの反応を同時に行うため、適切な反応条件や反応の組み合わせを適切
に選択する必要があり、これまで、その適用範囲は限られていた。そこで、本研究では、
複素環を基本骨格とする多様な生理活性物質の合成において、新しいコンセプトに基づ
く一段階新規合成を明らかにしている。 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本学位論文では、多成分一段階反応について、これまでの研究について総括するとと
もに、本研究に意義について明確にしている。またＵｇｉ反応とそれに続く酸触媒縮合
反応による新規ピロロピリドン誘導体のワンポット反応について述べている。このコン
セプトはさらに発展させ、４種類の出発原料を用いた新規フリルクマリン誘導体のワン
ポット反応について、その有効性を示している。ついで、これらの適用範囲を広げるこ
とを目的に、イソシアニドを用いたスピロインドールピロール誘導体のワンポット反応
について明らかにしている。ついで光反応を用いた三成分系ワンポット反応を活用した
イミダゾピリジン誘導体の合成について述べている。結論として本研究では、多段階の
合成ステップが必要であった有用な生理活性物質の一段階ワンポット合成法の方法論
を確立することに成功している。 
以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
